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トピックス まちづくり活動紹介② 

『ぬくもりのまち』向野におけるまちづくり活動 

向野まちづくり協議会（羽曳野市）・事務局　風呂谷 幸蔵さん 

 

 

 

向野地区は、と場を中心とした食肉のまちとして

発展してきました。食肉産業に対する差別や偏見が

ある中、先人達の長い苦難の闘いがあり、現在では、

啓発活動としてミートセンター見学の受入れや、交

流の場として畜魂祭（牛馬の供養）・とうろうまつ

りや、ミートミートフェア（肉・人との出会い）な

どに取り組んでいます。 

ぬくもりのまちをスローガンに、1996年独居高

齢者のつどう場・見守りなどを柱として、『「福祉

と人権」のまち向野をつくる会』を発足しました。 

主な取り組みとして、介助浴（地区の共同浴場を

利用して）、会食会（のちに配食）、地域サロン、

移送サービス（のちにＮＰＯ法人へ）を地区内で行

い、介助浴・移送サービスは、地区外へ発信してい

きました。 

 

 
 

まちづくり協議会（以下、協議会）は、1997年

まちづくり準備委員会を発足し、御坊市の視察など

を経て、2000年2月に結成総会を行いました。（構

成団体は、地区内各種団体・教育関係者） 

協議会活動は、4部会（教育・産業・住宅・福祉）

で様々な活動を展開してきました。羽曳野市の住宅

ストック活用計画の策定を受けて、特に住宅部会の

活動を中心に進めてきました。これまでの多様な活

動の整理と、各部会の連携を密接にする取り組みが

必要となってきており、2004年度より、専門家派

遣を受けて事業の具体化とまちづくり活動の推進を

図ってきました。 

主に、4つの部会とまちづくり構想の策定に取り

組んでいます。 

【福祉部会】 

小地域ネットワーク活動や共同浴場の利用を活用

した、ひとり暮し高齢者等の見守り活動に取り組ん

でいます。 

【住宅部会（市営住宅改善にむけ）】 

①入居者ニーズ、つぶやき拾い、「リフォームプ

ロジェクト」ワークショップ全体会の開催。 

②高齢者向け・2戸1住宅などのモデル住宅改善

及び市営住宅棟改善の事業。 

③視察・見学会は、富田林市（新築）大東市（新

築エレベーター設置）堺市（グループホーム）等。 

【教育部会】 

食生活と子どもの関わり・ＣＡＰ講座などを開催

しています。また、見守りパトロールにも取り組ん

でいます。 

【産業部会】 

●ミートセンター見学受入れ（啓発活動） 

●トレーサビリティなどの学習会 

　※トレーサビリティとは、精算流通履歴情報の

把握を意味し、向野地区では牛肉の安全・安

心確保のために日夜、取り組んでいます。 

　※農林水産省「トレーサビリティ」情報 

　　http://www.maff.go.jp/trace/top.htm#2 

●コミュニティ・ビジネスの立ち上げ、ＣＢ交流

会への参加。 

　※2004（平成16）年度「ＣＢ（コミュニティ・

ビジネス）創出支援事業」（大阪府商工労働

部）を活用されています。 

　　同事業の活用内容等、詳しくは「おおさかＣＢ

ネット」のサイト（http://www.osaka-cb.net/）

をご覧ください。 

【まちづくり構想の策定】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

　 

①子どもや高齢者、障害者などが参加しやすくして

いる工夫 

　　ＮＰＯ法人サポートネットワークぬくもり（以

下「ぬくもり」2004年5月認可）との連携と「ぬ

くもり」の主な事業で、子どもやその保護者への

支援などをおこなっています。 

　●子育て支援事業 

　　「育児支援家庭訪問事業（出産家庭家事支援等）」

や「乳幼児健康支援一時預かり事業（病後時保育

等）」、「つどいの広場事業」をおこなっています。 

　●人権啓発事業 

②地域のまちづくりを進めていく上で活用した施策等 

　　まちづくりを進めていく上で活用できる施策は

おおいに活用したいと思っています。活用施策と

して、次の3つの施策を活用し、また活用中です。 

　[1] 共同浴場使用モデル事業（2002年）を活用

した見守り活動 

　　　（社会福祉・医療助成金・共同浴場支援モデ

ル事業） 

　[2] 向野まちづくり協議会専門家派遣業務（2004

年～2006年・大阪府） 

　[3] 地域住宅交付金（2007年～2011年・国土

交通省） 

 

 

　 
　 
①地区内の遊休地などを活用し、多様な住宅建設 

②ムラの再編（安全性確保・道路整備等） 

③高齢者・ひとり住いの方などの見守り（各団体な

どとの連携） 

④福祉交流拠点の活性化（診療所・共同浴場・保育

園（ＮＰＯ法人）・老人いこいの家） 

⑤子育て学習環境の充実（保育園再整備・公園整備・

安全、安心にすごせる地域づくりなど） 

⑥産業・雇用の活性化（食肉産業のイメージアップ、

食肉のアンテナショップづくりなど） 

 

 

この他に、詳しい取り組みを知りたい方は『向

野まちづくり協議会（TEL 072－954－8201）』

にお問い合わせください。 

また、「ようこそ　むかいのへ」 

　（http://www.mukaino.gr.jp/） 

「大阪まちづくりプラットホーム」 

　（http://www.matizukuri.jp/） 

でも情報を掲載していますので、ご覧ください。  

ちくこんさい 

1．向野のまちづくり活動が 
　  はじまったきっかけ 
 

3．ＮＰＯ法人との連携によるまちづくり 
　　活動や活用した施策 

2．向野まちづくり協議会の主な活動内容 
 

4．これからの向野まちづくり協議会は 
 

じょう 

ご  ぼう 

に  こ いち 
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